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１．西九州自動車道について 

１－１．高規格幹線道路網の経緯 

「第三次全国総合開発計画（昭和 52 年 11 月 4 日閣議決定）」では、全国的な

幹線交通体系の長期構想として既定の国土開発幹線自動車道を含め、概ね 1 万

km 余りで形成される高規格の幹線道路網の必要性が提唱された。 

建設省においても、第 9次道路整備五箇年計画期間内（昭和 58 年度～62 年度）

に高規格幹線道路網計画を策定すべく鋭意調査を進めてきた。 

これらの経緯を踏まえ、昭和 62 年 6 月 26 日道路審議会答申に基づき、6 月

30 日に建設大臣により、従前の国土開発幹線自動車道等（7,600km）及び本州四

国連絡道路（180km）並びに、新たな高規格幹線道網を構成する路線 6,220km を

合わせ 14,000km の高規格幹線道路網が定められ、西九州自動車道も高規格幹線

道路として位置づけられた。 

 

 

 

○ 昭和 62 年 6 月 26 日 道路審議会答申 

 

○ 昭和 62 年 6 月 30 日 「第四次全国総合開発計画」閣議決定 

～多極分散型国土の形成のため“交流ネットワーク構想”を推進～ 

 

○ 昭和 62 年 6 月 30 日 建設大臣により 14,000km の高規格幹線道路網決定 

～高規格幹線道路網として西九州自動車道が位置づけ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲高規格幹線道路網の整備体系 

高規格幹線道路
　　　約14,000km

道路審議会答申
四全総閣議決定

国幹道法等に基づく
　　　　　　　　高規格幹線道路
　（国土開発幹線自動車道等）
　　　　　　　　　　約11,520km

建設大臣の指定に基づく
　　　　　　　　高規格幹線道路
（一般国道の自動車専用道路）
　　　　　　　　　　　約2,480km

既定計画
　　　約7,600km

新規追加分
　　　約3,920km

本州四国連絡道路
　　　約180km

新規追加分
　　　約2,300km

九州縦貫自動車道
九州横断自動車道長崎大分線

東九州自動車道
九州横断自動車道延岡線

西九州自動車道
南九州西回り自動車道



 道路－2－2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西
九
州
自
動
車
道



 道路－2－3 

１－２．事業の概要 

西九州自動車道は、福岡県福岡市から佐賀県唐津市、同県伊万里市、長崎県松浦

市、同県佐世保市を経由して、佐賀県武雄市に至る延長約 150km の自動車専用道路

である。 

この内、福重 JCT～前原 IC 間(今宿道路の一部区間)、浜玉 IC～唐津 IC 間(唐津

道路の一部区間)、武雄南 IC～佐世保みなと IC 間(武雄佐世保道路と佐世保道路の

一部区間)等約 65km が供用しており、全体延長の 43％となっている。また、現在

74km（全体延長の 49％）が事業中であり、西九州自動車道の約 9 割が供用もしく

は事業中区間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西九州自動車道   Ｌ＝１５０km 
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１－３．事業の必要性 

（１）西九州自動車道沿線地域における社会経済情勢の変化 

①周辺環境の変化 

我が国の人口は、高規格幹線道路網の指定が行われた年次（昭和 62 年）に近

い昭和 60 年以降増加している。一方、福岡市を除く西九州自動車道沿線地域で

は、昭和 60 年以降人口は減少しており、昭和 60 年から平成 17 年にかけて約 4％

減少している。 

また、福岡市を除く西九州自動車道沿線地域の高齢化率は、昭和 60 年以降全

国平均を 4％上回る状態が続いており、全国的に高齢化が進展している地域であ

るといえる。 

このように、西九州自動車道沿線地域は、全国と比べ格差が拡大してきてい

る現状にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.98 0.99
0.98

0.96

1.00

1.02

1.04
1.05

1.06

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

S60 H2 H7 H12 H17

対象地域

全国

西九州自動車道
沿線地域
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▲総人口の伸び 

資料：国勢調査 

▲高齢化率の推移 

資料：国勢調査、推計人口 
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②事業の効果・必要性 

 

 

 

 

 

西九州自動車道沿線には、福岡市、唐津市、伊万里市、松浦市および佐世保市の主

要都市が存在しているが、これら都市間の現況所要時間は最低でも 40 分以上を要し、

福岡市～佐世保市間の現道を利用した所要時間は約 3時間 20 分となっている。 

西九州自動車道整備により、福岡市～佐世保市間の所要時間は現道利用の約 3時間

20 分→約 1時間 30 分へと約 110 分短縮され、地域間の交流連携を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性１：地域間の交流連携の支援 

▲西九州自動車道沿線主要都市間の所要時間の変化 

資料：H11 道路交通センサス 

※現在：渡辺通りと交差する国道 202 号を起点とし、各都市間は想定しているそれぞれの IC 予定地付近との時間。

※整備後：天神北ランプを起点とし、各都市間は各 IC 予定地との時間。1種 2 級 100km/h、1 種 3 級 80km/h で算出。

● 西九州自動車道の整備により、福岡市から佐世保市間の所要時間は、現道利用の 3

時間 20 分→1時間 30 分へと約 110 分短縮され、地域間の交流連携を支援する。 
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西九州自動車道沿線には、特定重要港湾「博多港」および重要港湾「唐津港・伊万

里港・佐世保港」が存在する。 

博多港は中枢国際港湾に指定されており、九州一のコンテナ取扱量を誇っている。

また、伊万里港は、平成 17 年、コンテナ取扱量が博多港、北九州港に次ぐ九州 3 位

に躍進しており、西九州自動車道沿線には海外との物流の玄関口となる拠点港湾が連

なっている。 

港湾で陸揚げされた貨物は、県内のみならず、西九州自動車道沿線方向に搬出され、

特に、唐津港・伊万里港搬出量の約 4割は、西九州自動車道沿線への搬出となり、西

九州自動車道の整備は、これらの広域的な物流の支援が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性２：物流の効率化支援 

▲西九州自動車道沿線の特定重要港湾・重要港湾 

資料：九州地方整備局港湾空港部 HP 

   平成 17 年陸上出入貨物調査 

● 西九州自動車道沿線には、特定重要港湾「博多港」、重要港湾「唐津港・伊万里港・佐

世保港」が存在する。これらの港湾で陸揚げされた貨物は、県内のみならず西九州自

動車道沿線方向へ搬出され、特に、唐津港・伊万里港における搬出量の約 4 割は、西

九州自動車道沿線への搬出である。 

● 西九州自動車道の整備により、広域的な物流の支援が期待される。 



 道路－2－7 

 

 

 

 

 

 

 

西九州自動車道沿線地域には、福岡市、唐津市、伊万里市、佐世保市など観光客が

100 万人を超える市町村が点在している。昭和 60 年以降、福岡県、佐賀県の西九州

自動車道沿線地域では観光客数が増加、長崎県の西九州自動車道沿線地域では S60→

H12 は増加しているものの、H12→H16 は減少している。 

西九州自動車道が整備されることにより、沿線の観光拠点間のアクセス性が向上し、

九州北西部を連絡する新たな観光ルートが形成されるなど、観光活性化の支援が期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性３：活力ある地域づくりの支援 

▲西九州自動車道沿線の観光客数の分布(H16)と推移 

※平成 16 年 4 月 1 日現在の市町村 

※観光客数 100 万人以上の市町村のみ記載 

● 西九州自動車道沿線には、福岡市、唐津市、伊万里市、佐世保市など観光客が 100

万人を超える市町村が点在しており、昭和 60 年以降観光客数が増加傾向にある。 

● 西九州自動車道の整備により、九州北西部を連絡する新たな観光ルートが形成される

など、観光活性化の支援が期待される。 

資料：佐賀県観光客動態調査、長崎県観光統計、福岡県観光入込客推計調査、 
西九州自動車道パンフレット、唐津道路パンフレット、伊万里市観光協会 HP 
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２．伊万里松浦道路の概要 

（１）概要 

伊万里松浦道路は、西九州自動車道のうち、佐賀県伊万里市～長崎県松浦市を結

ぶ延長 17.2km の自動車専用道路である。 

本道路は、九州北西部の広域的な連携を図り、地域の活性化に大きく寄与すると

ともに、当該地域の主要幹線道路である一般国道 204 号の代替路線としての機能も

有する。 

 

（２）道路の緒元 

起  点：自）佐賀県
さ が け ん

伊万里市
い ま り し

東山代
ひがしやましろ

町
ちょう

 

終  点：至）長崎県
ながさきけん

松浦市
ま つ う ら し

志
し

佐
さ

町
ちょう

 

延  長：17.2km 

車 線 数：2車線 

道路規格：第 1種第 3級 

設計速度：80km/h 

 

（３）標準断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲路線概要図 
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３．事業の必要性 

３－１．事業を巡る社会情勢等の変化 

（１）前回評価時からの周辺環境の変化 

①市町村合併 

伊万里松浦道路沿線地域では、平成 18 年 1 月 1 日、松浦市、鷹島町、福島町

の 1市 2町が合併し、新松浦市（人口約 3万人）が誕生している。 

また、平戸市が平成 17 年 10 月 1 日に大島村、生月町、田平町と合併、有田

町が平成 18 年 3 月 1 日に西有田町と合併している。 
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▲伊万里松浦道路沿線地域における市町村合併状況 
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②人口動向 

昭和 60 年から平成 17 年の人口伸びをみると、全国では増加傾向、佐賀県横

這い傾向、長崎県減少傾向にあり、対象地域全体では昭和 60 年→平成 17 年に

１割以上（再評価年に近い平成 12 年からは 4％）の人口減少傾向にある。特に

松浦市の人口減少が顕著となっており、昭和 60 年→平成 17 年に 16％、平成 12

年→平成 17 年に 4％減少している。 

高齢化率の変化については、佐賀県、長崎県ともに全国平均を上回る高齢化

率で推移しており、人口減少が大きい対象地域全体の平成 17 年高齢化率は約

27％と、全国平均より約 7％高い水準である。特に、松浦市の高齢化率が高く平

成 17 年は 28％、平成 12 年→平成 17 年に 3％向上している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲高齢人口および高齢化率の推移（佐賀県）

資料：国勢調査、人口推計
▲高齢人口および高齢化率の推移（長崎県）

資料：国勢調査、人口推計

▲人口の推移（佐賀県） 

資料：国勢調査
▲人口の推移（長崎県） 

資料：国勢調査

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 

人口の推移
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③自動車利用状況 

伊万里市、松浦市ともに人口が減少しているにもかかわらず、自動車保有台

数は増加しており、松浦市は昭和 60 年以降 61％（再評価年に近い平成 12 年か

らは 4％）の増加、伊万里市でも 60％（平成 12 年からは 6％）もの増加となっ

ている。 

また、対象地域の平成 12 年通勤・通学時の自動車分担率は 69％と全国・九州

平均を大きく上回り、特に伊万里市では 75％と自動車分担率が高い状況となっ

ている。平成 2 年と比較すると、対象地域で 14％（55％→69％）と大きく増加

しており、自動車への依存が高まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自動車保有台数の推移 

資料：市区町村別自動車保有車両数 

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 

▲通勤・通学時自動車利用割合の変化 

  資料：国勢調査 
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全国 九州 佐賀県 長崎県 対象地域 伊万里市 松浦市

H2 H12

※統計年次の市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 
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1.00

1.23

1.71
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長崎県 対象地域

伊万里市 松浦市

前回再評価
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④産業特性 

対象地域の各種生産額の全県シェアを人口割合と比較すると、伊万里市は製

造品出荷額、松浦市は水揚量の割合が高くなっている。 

製造品出荷額の伸びを見ると、伊万里市は平成 16 年/昭和 60 年比 2.36 倍（再

評価年に近い平成 12 年からは 31％の増加）と特に高い。また、水揚量は、減少

傾向にある中、松浦市（松浦港）の減少幅は、佐賀県、長崎県に比べて小さく、

さらに平成 12 年→平成 16 年は 21％増加している。 

このように、伊万里市は製造業、松浦市は漁業に特徴のある産業構造となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲人口および産業生産額、水揚量別の対全県シェア（長崎県・佐賀県） 

資料：国勢調査、生産農業所得統計、工業統計調査、

商業統計調査、産地水産物流通調査      

▲製造品出荷額の伸び 

資料：工業統計調査

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※水揚量は漁港が位置する市町村で集計 

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 

▲水揚量の伸び 

資料：産地水産物流通調査

※Ｈ18.04 時点市町村で集計 

※対象地域は伊万里二次生活圏及び北松二次生活圏 

※水揚量は魚類・水産動物類のみを対象として、漁港が

位置する市町村で集計 

7%

8%

6%

91%

90%

84%

92%

100%

0%

14%

0%

2%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人口(H17)

農業粗生産額

(H16)

製造品出荷額

(H16)

商業年間販売額

(H16)

水揚量(H16)

伊万里市 他対象地域（伊万里二次） その他佐賀県
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松浦市 他対象地域（北松二次） その他長崎県

製造品出荷額の伸び
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前回再評価 水揚量の伸び
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前回再評価
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（２）事業の効果・必要性 

 

 

 

 

 

 

旧松浦市から他市町村への通勤通学者のうち、伊万里市への通勤通学者が最も多く

約 25％を占めている。さらに、平成 2 年以降 20％以上増加するなど、旧松浦市と伊

万里市との通勤通学面での結びつきは高まりつつある。 

伊万里松浦道路の整備により、松浦市と伊万里市との所要時間は 47 分→13 分と 34

分短縮することになり、地域間交流の活発化が図られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13

47

0 10 20 30 40 50 60

現況

（国道204号利用）

将来

（伊万里松浦道路

利用）

（分）

効果・必要性１：地域間の交流連携の支援 

▲松浦市～伊万里市の所要時間変化     資料：H11 道路交通センサス 

資料：国勢調査 

旧松浦市から他市町村へ

の通勤通学者内訳 

伊万里市から他市町村へ

の通勤通学者内訳 

16.5％

14.5％

11.0％
10.5％

47.5％
4,997人

有田町

唐津市

武雄市

山内町

その他

※H12.10.01 時点の市町村 

▲旧松浦市・伊万里市に関連した通勤通学流動(H12) 

24.7％

19.2％

13.9％
9.2％

33.0％
2,051人

江迎町

佐世保市

田平町

伊万里市
その他

34 分短縮

● 旧松浦市と伊万里市との通勤通学面での結びつきは高まる傾向にある。 

● 伊万里松浦道路の整備により、松浦市から伊万里市までの所要時間は 47 分→13 分

に短縮（34 分短縮）し、地域間交流の活性化が図られる。 

※想定している IC 予定地付近との時間 

（松浦 IC～伊万里西 IC）。 

※将来は、1種 3級 80km/h で算出。 
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①広域的な物流の支援 

 

 

 

 
 
伊万里松浦道路沿線の伊万里港は、アジアの主要都市に近接しており、平成 9年に

韓国・釜山とを連絡する国際定期コンテナ航路の就航を皮切りに、平成 15 年に大連

航路、平成 16 年に上海航路及び華南航路が就航している。国際定期コンテナ航路の

開設に伴いコンテナ取扱量が急増し、平成 17 年度のコンテナ取扱量は、福岡、北九

州に次ぐ九州第三位を誇るまでに至っている。 

このように増加するコンテナ貨物への対応を図るべく、平成 26 年度の供用開始に

向け、七ツ島地区では多目的国際ターミナルの整備が進められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性２：物流の効率化支援 

七ツ島地区多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業

中心施設：岸壁（－13ｍ） 

▲伊万里港国際定期コンテナ航路 
資料：2005 伊万里港事業概要

航路 経路 開設時期

①韓国航路 釜山→伊万里 H9.4

②大連航路 大連→伊万里 H15.11

③上海航路 上海→伊万里 H16.8

④華南航路
仙頭→塩田→
廈門→釜山→
伊万里

H16.3

佐賀新聞 平成 18 年 5 月 31 日 

資料：伊万里港七ツ島地区多目的国際
ターミナル整備事業再評価資料

▼七ツ島地区の岸壁整備状況 

資料：2005 伊万里港パンフレット 

水深 延長 バース数 対象船舶 国外・内 主な取扱貨物 備考

-13.0ｍ 260ｍ 1 40,000ﾄﾝ 国外
木材関係
コンテナ

工事中

-9.0ｍ 160ｍ 1 10,000ﾄﾝ 国外 コンテナ 154ｍで暫定供用中

-7.5ｍ 260ｍ 2 5,000ﾄﾝ 国内 国内貨物 供用中

-5.5ｍ 180ｍ 2 2,000ﾄﾝ 国内 国内貨物 新設計画

● 伊万里松浦道路沿線の伊万里港は、アジアとの国際定期コンテナ航路開設に伴いコ

ンテナ取扱量が急増し、平成 17 年度のコンテナ取扱量は、九州第３位となった。 

● 増加するコンテナ貨物への対応を図るべく、七ツ島地区多目的国際ターミナル整備を

進めている（平成 26 年度供用開始）。 
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大連航路開設 

上海航路開設 
華南航路開設 

前回再評価 

▲伊万里港コンテナ取扱量の推移 

資料：伊万里港港湾統計年報
（H17 は速報値） 
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伊万里港に陸揚げされた貨物の 15％は長崎県へ、また、唐津港においても 17％が

長崎県に搬送されていおり、伊万里港、唐津港ともに県境を越えた広域的な背後圏を

有する港湾となっている。 

伊万里松浦道路が整備されることにより、「伊万里港・唐津港」⇔「長崎県方面」

への輸送時間が短縮し、広域的な物流の支援が図られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲唐津港・伊万里港における県内外搬出先および搬出量 

資料：平成 17 年陸上出入貨物調査

 ▼伊万里港における 

搬出先別搬出量割合 

 ▼唐津港における 
搬出先別搬出量割合 

西九州 

関連 

西九州 

関連 

● 伊万里港に陸揚げされた貨物の約 2 割、また唐津港の約 2 割が、西九州自動車道沿

線の長崎県へ搬送されている。 

● 伊万里松浦道路が整備されることにより、伊万里港から長崎県方面への輸送時間が

短縮し、広域的な物流の支援が図られる。 
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②地域ブランドの支援 

 

 

 

 

 

 
 
伊万里松浦道路沿線の松浦港は、平成 13 年以降「さば」及び「まあじ」の水揚量

が全国１位または２位を誇っており、約 9割が九州外へ、約 1割が福岡方面へ出荷さ

れている。長崎産のまあじは、東京中央卸売市場において年間取扱量が第１位である。 

また、松浦港で水揚げされるまあじ・さばの

中でも、五島・対馬沖でとれる「旬あじ」、「旬

さば」は、全国に通用するブランドとして定着

しつつある。 

伊万里松浦道路の整備により、輸送時間短縮

による鮮度の向上など商品価値の向上が図られ

る。さらに、輸送時間短縮に伴い積み込み時間

が増加し輸送量が増加するなど、輸送コストの

低減も期待出来、良質で安価な商品を大都市圏

へ提供することが可能となり、地域ブランドと

しての地位確立を支援する。 
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長崎 鳥取 千葉 佐賀 福岡 愛媛 東京 三重 富山 静岡

（2754t）

資料：水産物流通統計年報

▼まあじ水揚量上位３港 ▼さば水揚量上位３港 

▲松浦魚市場 
資料：松浦市水産加工団地パンフレット 

▲旬あじ
 旬さば

京浜地区

37%

名古屋

地区

19%

京阪神

地区

19%

その他中央

卸売市場

10%

福岡北九州

地方卸売市

場

10%

長崎県内

5%

15%

85%

松浦港
まあじの出荷圏
(Ｈ１５)

九州外

九州 京浜地区

26%

名古屋

地区

26%

京阪神

地区

25%

その他中央

卸売市場

9%

福岡北九州

地方卸売市

場

9%

長崎県内

5%

86%

14%

松浦港
さば類の出荷圏

(Ｈ１５)

九州外

九州

● 伊万里松浦道路沿線の松浦港は、平成 13 年以降「さば」及び「まあじ」の水揚量が全

国１位または２位を誇っており、約9割が九州外へ出荷されている。また、五島・対馬沖

でとれる「旬あじ」、「旬さば」は、全国に通用するブランドとして定着しつつある。 

● 伊万里松浦道路の整備により、輸送時間短縮（松浦市から福岡市への所要時間は約

130 分短縮）による鮮度の向上など商品価値の向上が図られ、地域ブランドとしての地

位確立を支援する。 

資料：水産物流通統計年報

▲松浦港まあじの 

出荷先 

資料：水産物流通統計年報

▲松浦港さば類の 

出荷先 

資料：水産物流通統計年報

▲東京市場まあじ産地別出荷量割合 
資料：東京中央卸売市場市場統計情報   

1 境港 境港 松浦港 松浦港 境港

2 松浦港 松浦港 境港 境港 松浦港

3 唐津港 浜田港 唐津港 唐津港 唐津港

平成16
年度

平成15
年度

順位
平成12
年度

平成14
年度

平成13
年度

1 松浦港 銚子港 松浦港 松浦港 松浦港

2 焼津港 松浦港 銚子港 銚子港 銚子港

3 沼津港 石巻港 焼津港 沼津港 焼津港

順位
平成12
年度

平成13
年度

平成14
年度

平成15
年度

平成16
年度

前回再評価 前回再評価 

▼松浦市～福岡市の所要時間変化 

70

200

0 60 120 180

現況

（現道利用）

将来

（西九州自動車道

利用）

（分）

資料：H11 道路交通センサス

130 分短縮
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①リダンダンシーの確保 

 

 

 

 

伊万里・北松地域は、「北松型地すべり」と呼ばれる地すべり地帯である。平成 2

年には、幅 350ｍ、斜面長 500ｍ、被災区域面積 22ha、移動土塊量 300ｍ3に及ぶ大規

模な地すべりが発生している（石倉地すべり）。 

伊万里松浦道路は、北松型地すべり地帯を通過する路線であり、並行する国道 204

号沿線には地すべり防止区域が連続し、土砂災害による道路災害発生の危険性が高い

区間となっている。これまでにも土砂災害による通行規制が行われており、平成 3

年には 1ヶ月にわたって片側通行規制が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性３：地域の防災機能・安全性の向上 

▲国道 204 号沿線の地すべり防止区域 

資料：佐賀県、長崎県資料

▲九州地方の地形災害 

▲石倉地すべり(平成２年７月) 

▼土砂災害による通行規制状況 

（平成 12 年 6 月 20 日）

● 伊万里・北松地域は「北松型地すべり」と呼ばれる地すべり地帯である。そのため、国

道 204号沿線にも地すべり防止区域が連続しており、土砂災害による通行規制が行わ

れている。 
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また国道 204 号では、平成 8年度の防災・震災総点検において要対策箇所が防災豪

雨 3箇所、震災 6箇所が挙げられている。 

このように、防災面からの問題を抱える国道 204 号に並行して伊万里松浦道路が整

備されることにより、伊万里市と松浦市を連絡する唯一の幹線道路である国道 204

号の代替路の確保が図られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲平成 8年度防災・震災総点検における要対策箇所 

資料：佐賀県、長崎県資料

▲防災点検での対策必要箇所（松浦市調川町）

平尾第一地すべり付近に位置。この付近では
平成元年度に斜面崩壊が発生し、国道に流下
する道路災害が発生。 

▲防災点検での対策必要箇所（松浦市今福町）

地すべりの末端部に位置しているため擁壁自
体にクラック等の被害が発生。 

● また、国道204号には、平成8年度防災・震災総点検における要対策箇所が多数存在

している。 

● 伊万里松浦道路が整備されることにより、伊万里市と松浦市を連絡する唯一の幹線道

路である国道 204 号の代替路の確保が図られる。 
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②走行時の安全性向上 
 

 

 

 

 

 

 

伊万里松浦道路に並行する国道 204 号には、設計速度 50km/h を満足しないカーブ

（Ｒ＜100ｍ）が 28 箇所存在している。さらに、カーブが連続する県境付近では、大

型車混入率が 14～15％と、佐賀県及び長崎県の国道平均を上回っており、港湾関連

等の大型車の通行が多くなっている。 

国道 204 号に並行する伊万里松浦道路が整備されることにより、線形不良区間を回

避することが出来るため、走行時の安全性が向上し円滑な物流活動の支援が期待でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲国道 204 号の線形不良箇所及び大型車混入率 

資料：道路台帳、H17 道路交通センサス

▲Ｒ＜100ｍのカーブ（松浦市調川町） 

◆12 時間大型車混入率
（国道平均）

佐賀県：13.7％ 
長崎県：10.7％ 

● 国道 204 号には、設計速度 50km/h を満足しないカーブ（R<100ｍ）が 28箇所存在して

いる。さらに、港湾関連等の大型車の通行が多く、大型車混入率は県平均を上回って

いる。 

● 伊万里松浦道路が整備されることにより、伊線形不良区間を回避することが出来るた

め、走行時の安全性が向上し円滑な物流活動を支援する。 

▲Ｒ＜100ｍのカーブ（松浦市今福町） 
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③交通安全性の向上 
 

 

 

 

 
 
伊万里松浦道路に並行する国道 204 号の伊万里市街地では、死傷事故率が 180.6

件/億台キロと、佐賀県及び長崎県の国道平均を大きく上回っている。 

国道 204 号に並行する伊万里松浦道路が整備されることにより、国道 204 号から西

九州自動車道へ交通が転換し、交通量削減に伴う交通事故の減少が予測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H15・H16 交通事故統合 
データベース 
H17 道路交通センサス 

 

▲国道 204 号の死傷事故率 死傷事故率

（件/億台キロ）

1056 180.6

佐賀県国道平均 143.5

長崎県国道平均 95.8

● 伊万里松浦道路に並行する国道204号の伊万里市街地では、死傷事故率が県平均を

上回っている。 

● 伊万里松浦道路が整備されることにより、国道 204 号の交通量減少に伴う交通事故の

減少が予測される。 

20

57

0

20

40

60

未整備時 整備時

（件/年）

▲伊万里松浦道路整備に 

伴う事故件数削減数 
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④救急医療施設へのアクセス性向上 

 

 

 

 

 

 
 
松浦市には二次救急医療施設がなく、救急搬送件数（1,415 件：H17）の約 2割（236

件：H17）が市外へ搬送されており、平成 13 年以降増加傾向にある。 

伊万里市への救急搬送件数は 34 件と佐

世保市に次いで多く、市外搬送件数の 14％

を占めている。そのほとんどが松浦市西部

の今福地区からの搬送であるが、県境部の

国道 204 号は急カーブが連続しており、搬

送時の揺れや振動が患者への負担となって

いる。 

伊万里松浦道路が整備されると、松浦市

から伊万里市民病院への所要時間は 50 分

から 15 分へと大幅に短縮されるとともに、

線形不良区間を避けることが出来るため搬

送時の走行性が向上し、安全・安心な暮ら

しの実現に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料： 

佐賀県保健医療計画 

長崎県保健医療計画 

松浦地区消防署資料 

H11 道路交通センサス 
※松浦 IC 予定地付近から二次救急医療施設までの時間。 
将来は 1種 3 級 80km/h で算出。 

● 松浦市には二次救急医療施設がなく、平成13年以降、市外への搬送件数は増加傾向

にある。伊万里市への搬送は佐世保市に次いで多く、市外搬送件数の 14％（34 件/

年）を占める。 

● 伊万里松浦道路が整備されることにより、松浦市から伊万里市民病院までの所要時間

は 50 分→15 分に短縮するとともに、国道 204 号の急カーブを避けることが出来るため

搬送時の走行性が向上（揺れ・振動の軽減）、安全・安心な暮らしの実現に寄与する。

▲松浦市から市外への搬送件数(H17) 

▲松浦市から市外への搬送件数の推移 

         資料：松浦地区消防署
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①開発計画の支援 

 

 

 

伊万里松浦道路沿線の伊万里市及び松浦市周辺地域では、工場団地をはじめとした

開発事業が数多く展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性４：活力ある地域づくりの支援 

▲伊万里松浦道路沿線における開発計画位置図 

▼伊万里松浦道路沿線における開発計画概要 

● 伊万里松浦道路沿線の伊万里市・松浦市周辺では、工場団地をはじめとした開発計

画が多数展開している。 

番号 名　称　等 所在地 規　模 完成予定時期 内　　容

① 伊万里団地 佐賀県伊万里市山代町 113.3ha
平成10年
（分譲中）

工業団地

② 七ツ島工業団地 佐賀県伊万里市黒川町 148.2ha
昭和48年
（分譲中）

工業団地

③ 伊万里ファミリーパーク 佐賀県伊万里市黒川町 28ha
平成18年一部開園
完成時期未定

公園

④ 黒澤明記念館
佐賀県伊万里市黒川町
伊万里市ファミリーパーク内

1.4ha
平成19年より
順次オープン

記念館

⑤
伊万里港七ツ島地区多目的国際
ターミナル整備事業

佐賀県伊万里市
-13ｍ
岸壁

平成26年度 岸壁整備

⑥ 松浦市水産加工団地 長崎県松浦市調川町 5.3ha
平成16年
（分譲中）

水産加工団地

⑦ 今福工業団地 長崎県松浦市今福町 3.9ha
平成7年
（分譲中）

工業団地

⑧ 福島平野工業団地 長崎県松浦市福島町 5.8ha
昭和48年
（分譲中）

工業団地

⑨ 福島小島工業団地 長崎県松浦市福島町 4.2ha
平成6年
（分譲中）

工業団地

⑩ 辻の尾土地区画整理事業 長崎県松浦市志佐町 17.9ha 平成18年度
住宅、道路、
公園等整備

⑪ 臨海１号団地 長崎県松浦市志佐町 2.8ha
平成2年
（分譲中）

工業団地

⑫ 臨海２号団地 長崎県松浦市志佐町 1.4ha
昭和62年
（分譲済）

工業団地

⑬ 臨海５号団地 長崎県松浦市調川町 16.1ha
昭和57年
（分譲中）

工業団地



 道路－2－23 

 

 

 

 

 

 

また、伊万里団地では企業の進出、拡張などが相次

いでおり、平成 18 年 5 月には、シリコンウエハー製造

大手の SUMCO が伊万里団地に新工場を建設する進出協

定を締結、伊万里市内にある既存工場と合わせ、世界

最大の製造拠点にする計画である。(平成 20 年 4 月 1

期工事分操業開始予定。将来的な雇用規模は 700 人。) 

伊万里松浦道路の整備により、伊万里団地から高速

道路 IC まで 5分でアクセス出来るようになり、定時性

の確保、輸送コストの削減が期待されるなど、沿線工

業団地への企業進出を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼平成 15 年以降の 
伊万里団地企業進出・拡張状況 

資料：伊万里港七ツ島地区多目的国際ターミナル整備事業再評価資料、伊万里市資料 

西日本新聞 平成 18 年 5月 12 日

▲伊万里団地立地企業 

年月 企業進出・拡張状況

① H15.10
伊万里木材
（木材市場操業開始）

② H16.3
日本水産
（配合飼料工場操業開始）

③ H16.5
中国木材
（第2期展開→集成材操業開始）

④ H16.9
中国木材
（第3期展開→プレカット工場操業開始）

⑤ H17.6
西九州木材事業協同組合
（ラミナ材製造）操業開始
※ラミナ材：集成材用の薄い板

H20.4
SUMCO
（1期工事分操業開始予定）

H20.8
SUMCO
（2期工事分完成予定）

⑦ H21頃
中国木材
（第4期展開→製材工場操業開始予定）

番号は上図と対応

⑥

資料：伊万里港七ツ島地区多目的国際 
   ターミナル整備事業再評価資料、 

伊万里市資料、新聞記事 
 

伊万里港平面図  

● 伊万里港に近接する伊万里団地では、シリコンウエハー製造大手のSUMCOが進出協

定を締結し、伊万里市内の既存工場と合わせ、世界最大の製造拠点にする計画であ

る（平成 20 年１期工事分操業開始予定）。 

● 伊万里松浦道路の整備により、伊万里団地から高速道路 IC へのアクセス性が向上

し、定時制の確保、輸送コストの削減が期待され、企業進出を支援する。 

▲伊万里団地～高速道路 IC までの 

所要時間変化 

資料：H11 道路交通センサス

5

50

0 10 20 30 40 50 60

現況

（唐津IC）

将来

（楠久IC）

（分）
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②観光活性化の支援 

 

 

 

 

 

伊万里松浦道路を含む西九州自動車道沿線地域には、唐津市、伊万里市、佐世保市

など観光客が 100 万人を超える市町村が点在している。松浦市の観光客数は 20 万人

であるものの、不老山総合公園などの観光地を有している。 

また、伊万里松浦道路沿線の伊

万里地域～北松地域間では、約800

人/日の観光流動があり、西九州自

動車道沿線の伊万里・北松地域～

福岡県、伊万里地域～佐世保地域

間でも 500 人/日以上の観光客が

移動している。 

伊万里松浦道路を含む西九州自

動車道の整備によりアクセス性が

向上し、沿線の観光拠点のネット

ワーク化が図れるなど、観光活性

化の支援が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲伊万里・北松地域に関する観光客流動(H12;全機関)

資料：第 3回全国幹線旅客純流動調査

資料：佐賀県観光客動態調査、長崎県観光統計 
   伊万里市観光協会 HP、松浦市観光協会 HP 

※平成 16 年 4 月 1 日現在の市町村 

※観光客数 100 万人以上の市町村のみ記載 

▲西九州自動車道沿線の観光客数 (H16) 

20 万人

 不老山総合公園 

 秘窯の里大川内山 

● 伊万里松浦道路沿線の伊万里市は 170 万人/年、松浦市は 20 万人/年の観光客があ

り、伊万里地域～北松地域間は約 800 人/日の観光客が移動している。 

● 伊万里松浦道路の整備によりアクセス性が向上し、沿線の観光拠点のネットワーク化

が図れるなど、観光活性化の支援が期待される。 

ふ ろ う や ま 
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西九州自動車道沿線地域では、西九州自動車道の早期整備を図るため、複数の期成

会が設立されており、積極的な要望活動が行われている。 

また、沿線地域の道路利用者からも、西九州自動車道の早期整備に対する声が数多

く寄せられており、西九州自動車道整備に対する地元の期待は非常に大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼西九州自動車道沿線地域住民の声 

  伊 万 里 地 区 

伊万里市 
婦人連絡協議会会長 
金子 弘子さん 

特産品の伊万里牛や伊万里梨は、

主に関西方面へ全てトラックで輸送

しています。また、長崎県北松浦地

域からも、新鮮な魚貝類を、福岡を

はじめ関西方面へ毎日トラック輸送

されています。西九州自動車道が開

通すれば輸送時間が短縮され、西

九州地域全体の活性化に弾みがつ

きます。 

南波多町 
西九州自動車建設促進期成会会長 
井本 善一郎さん 

伊万里を訪れてくださる方々に、伊

万里焼のすばらしさに触れてもら

い、伊万里牛をはじめ自然に恵まれ

た新鮮な料理を食べていただきたい

と「食のまちづくり宣言」をいたしまし

た。他県から１人でも多くの方に来

ていただけるように、一日も早い西

九州自動車道の全線開通を願って

います。 

伊万里市 
退職校長会志水会 
前田 武憲さん 

伊万里・北松地域は、中国、韓国に

近いため、西九州自動車道完成の

暁には、伊万里湾岸の各種産業が

大きく発展することは言うまでもな

く、アジアの物流の重要拠点の１つ

として、その役割が大いに期待され

ています。西九州自動車道の一日も

早い開通を熱望してやみません。 

  松 浦 地 区 

・福岡市で高度な医療を受けるこ
とが可能となります。 
・買い物に行きやすくなります。 
・通勤時間が短縮されます。 
・佐賀県，福岡県への通勤が可能
となり、またＵターンも増加します。 
・高速バスの整備により、都市部へ
の交通の便が良くなって欲しいで
す。 
 北松地域住民 

アジ・サバを関西・関東に出荷して
います。所要時間が短縮されると、
商品価値の向上が期待されます。
トラックへの積込み時間を多く取れ
るため、輸送量の増加に繋がり、
営業金額の増加が見込めます。 
 

松浦市 
西日本魚市場㈱ 

輸送時間が短縮することで販売先
の選択が広がり、高値の市場に卸
せるようになります。 
イカ類の鮮度が確保できるようにな
り、単価的に上昇が見込まれま
す。 
 
 

長崎県漁業共同組合
連合会（田平） 

● 伊万里松浦道路沿線では期成会や道路利用者から西九州自動車道の早期整備に関

する要望が多数寄せられている。 

効果・必要性５：地元要望の状況 
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３－２．事業の投資効果 

 

費用便益分析の結果 (一般国道 497 号 伊万里松浦道路 L=17.2km) 
 

（１）事業の目的 

唐津伊万里道路は、西九州自動車道のうち、佐賀県伊万里市～長崎県松浦市を結

ぶ延長 17.2km の自動車専用道路である。 

本道路は、九州北西部の広域的な連携を図り、地域の活性化に大きく寄与すると

ともに、当該地域の主要幹線道路である一般国道 204 号の代替路線としての機能も

有する。 

 

（２）費用便益効果分析結果 

①全事業 

１）便益 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）評価指標の算定結果（全事業区間） 

 

 

 
 
※上記の費用便益比を算定するにあたって仮定した条件： 
   平成 24 年度 山代 IC～今福 IC 部分供用 
   平成 26 年度 今福 IC～調川 IC 部分供用 
   平成 27 年度 調川 IC～松浦 IC 部分供用 
   平成 30 年度 伊万里西 IC～山代 IC 供用  →全線完成 

 

 

 
走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

合計 

基 準 年 平成 18 年度 

初年便益 17 億円 2億円 1億円 19 億円

基準年における 
現在価値(B) 

643 億円 63 億円 45 億円 750 億円

 事 業 費 維持管理費 合計 

基準年 平成 18 年度 

単純合計 648 億円 163 億円 811 億円

基準年における 
現在価値(C) 

517 億円 60 億円 577 億円

費用便益費(ＣＢＲ) Ｂ/Ｃ＝1.3 



2 27
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３－３．事業の進捗状況 

（１）事業の経緯 

平成 5年：基本計画決定 
平成 9年：事業化 
平成 12 年：環境影響評価方法書の公告縦覧 

平成 13 年：環境調査 

（事業再評価） 

平成 15 年～16 年：道路構造の見直し（完成４車線→完成２車線） 

平成 16 年：環境影響評価法に伴う手続きの廃止 

平成 17 年：都市計画決定（佐賀県区間：平成 17 年 9 月、長崎県区間：平

成 17 年 6 月） 

路線測量、地質調査着手 

 

（２）事業費の進捗状況 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全体事業費 Ｈ17 年度末進捗 進捗率 

事業費 677 億円 11 億円 2％ 

うち用地補償費 99 億円 0 億円 0％ 
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４．事業の進捗の見込み 

（１）今後の事業の見通し 

平成 18 年度は、山代～今福間の地質調査、予備設計、設計協議などを行い、

用地買収の着手に向け、引き続き関係機関及び地権者等と協議を進め早期供用

に向け事業を推進していく。 
 

（２）地域の協力体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●期成会等 
名　　称 主な構成メンバー       活   　  動　     内    　容

西九州自動車道 福岡市、前原市、二丈町、 西九州自動車道の早期実現について、

建設促進期成会 志摩町、唐津市、伊万里市、 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：唐津市長） 武雄市、玄海町、有田町、 〈参考〉

佐世保市、平戸市、松浦市、 H16.7.14

波佐見町、江迎町、鹿町町、 　西九州自動車道建設促進期成会定期総会（第39回）

佐々町の首長及び議会議長 H16.8.24

　西九州自動車道整備促進要望

H16.10.18

　西九州自動車道整備促進要望

H16.11.11

　西九州自動車道整備促進要望

H16.11.21

　平成16年度西九州自動車道建設促進総決起大会

H17.7.8

　西九州自動車道建設促進期成会定期総会（第40回）

H17.8.23

　西九州自動車道整備促進要望

H17.10.7

　西九州自動車道整備促進要望

H17.10.27

　西九州自動車道建設促進に関する意見交換会

H17.10.27

　西九州自動車道整備促進要望

H18.7.4

　西九州自動車道建設促進期成会定期総会（第41回）

西九州自動車道伊万里道路 伊万里地区、大坪地区、 西九州自動車道の早期実現について、

建設促進協議会 立花地区、牧島地区、 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：伊万里市山代町 二里町、東山代町、 〈参考〉

　　　　区長会会長） 各区長会会長及び副会長 H16.8.11

地元婦人連絡協議会会長 　西九州自動車道伊万里道路建設促進協議会総会

商工会議所会頭 H17.7.26

土木事務所所長 　西九州自動車道伊万里道路建設促進協議会総会

地元市議会議員 H18.7.25

農業協同組合代表理事組合長 　西九州自動車道伊万里道路建設促進協議会総会

地元公民館館長

地元県議会議員

伊万里市西九州自動車道 伊万里市、市議会及び関係 西九州自動車道の早期実現について、

建設促進期成会 行政機関の役職員 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：伊万里市長） 商工会議所・農業協同組合 〈参考〉

の役職員 H16.8.4

関係地域団体及び経済団体 　伊万里市西九州自動車道建設促進期成会総会

等の役職員 H16.11.2

　西九州自動車道早期整備要望

H16.11.19

　西九州自動車道早期整備要望

H17.7.20

　伊万里市西九州自動車道建設促進期成会総会

H17.11.15

　西九州自動車道早期整備要望

H18.7.12

　伊万里市西九州自動車道建設促進期成会総会

伊万里・平戸・松浦市議会 伊万里市、松浦市、平戸市 西九州自動車道の早期実現について、

西九州自動車道建設促進 議会の特別委員会委員 国土交通省及び関係機関へ要望

協議会 伊万里市、松浦市、平戸市の 〈参考〉

（会長：松浦市議会 議会議長 H16.10.18

　　　　　　特別委員会委員長） 　西九州自動車道建設促進要望

H16.10.20

　西九州自動車道建設促進要望

H17.2.14

　西九州自動車道建設促進要望
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名　　称 主な構成メンバー       活   　  動　     内    　容

山代町西九州自動車道 伊万里市山代町各区長 西九州自動車道の早期実現について、

建設促進協議会 地元県議会議員 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：伊万里市山代町 地元市議会議員 〈参考〉

　　　　区長会会長） 地元団体 H16.7.16

土木事務所所長 　山代町西九州自動車道建設促進協議会総会

H17.7.26

　山代町西九州自動車道建設促進協議会総会

H18.7.25

　山代町西九州自動車道建設促進協議会総会

西九州北部地域開発促進 佐世保市、平戸市、松浦市、 西九州自動車道の早期実現について、

協議会 伊万里市、唐津市、世知原町、 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：伊万里市長） 佐々町、小佐々町、江迎町、 〈参考〉

鹿町町、福島町、宇久町、 H16.9.29

小値賀町、鷹島町、有田町 　西九州自動車道建設促進要望

西有田町、波佐見町 H17.10.28

の首長及び議会議長 　西九州自動車道建設促進要望

南波多町西九州自動車道 南波多町の各区長 西九州自動車道の早期実現について、

建設促進期成会 重橋区、井手野区代表 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：伊万里市南波多町 地元市議会議員 〈参考〉

　　　　関係区代表） 農業協同組合支所長 H16.7.9

地元公民館館長 　南波多町西九州自動車道建設促進期成会総会

伊万里市建設部長 H17.7.8

土木事務所所長 　南波多町西九州自動車道建設促進期成会総会

H18.7.10

　南波多町西九州自動車道建設促進期成会総会

西九州自動車道千々賀山田 唐津市千々賀区、山田区、 西九州自動車道千々賀山田ランプ建設実現について、

ランプ建設促進期成会 神田区、石志区、畑島区の 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：唐津駅南振興会会長） 区長 〈参考〉

　　　　 唐津駅南振興会の役職員 H16.7.28

唐津商工会議所会頭 　西九州自動車道千々賀山田ランプ建設促進期成会

地元県議会議員 　通常総会（第4回）

地元市議会議員 H17.9.30

　西九州自動車道千々賀山田ランプ建設促進期成会

　通常総会（第5回）

西九州自動車道建設推進 佐賀県、福岡県、長崎県の 西九州自動車道の早期実現について、

協議会 知事及び議会議長 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：佐賀県知事） 福岡市の首長及び議会議長 〈参考〉

佐賀県、福岡県、長崎県、 H16.7.22

福岡市の関係行政機関の役職員 　西九州自動車道建設推進協議会

九州地方整備局長 H16.8.18

福岡国道、佐賀国道、長崎河川 　西九州自動車道整備促進要望（西九州自動車道

国道事務所長 　建設促進三県議員懇話会）

日本道路公団九州支社長 H17.7.22

佐賀県、福岡県、長崎県の 　西九州自動車道建設推進協議会

道路公社理事長 H18.7.20

地元の衆議院議員及び参議院 　西九州自動車道建設推進協議会

議員

北松浦半島振興対策協議会 平戸市、松浦市、鹿町町、 西九州自動車道の早期実現について、

（会長：平戸市長） 伊万里市、佐世保市、江迎町、 国土交通省及び関係機関へ要望

佐々町の首長及び議会議長 〈参考〉

H15.12.2

　半島振興対策促進大会

長崎県西九州自動車道 長崎県知事及び議会議長 西九州自動車道の早期実現について、

建設促進期成会 関係市長及び議会議長 総会の開催及び国土交通省へ要望

（会長：長崎県知事） 行政機関役職員 〈参考〉

商工会議所 H15.8.19

農業・漁業組合 　地整要望

中小企業団体首長

町村会及び議長会等会長

平戸市議会西九州自動車道 平戸市議会特別委員会 西九州自動車道の早期実現について、

整備促進特別委員会 国土交通省及び関係機関へ要望

（会長：平戸市議会議長） 〈参考〉

H16.7.29

　地整要望

H16.7.30

　本省要望　　　

H18.1.26

　本省要望　　　
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●要望等 

●協力体制 

H16.7.29 地整要望（平戸市議会西九州自動車道整備促進特別委員会）

H16.7.30 本省要望（平戸市議会西九州自動車道整備促進特別委員会）

H16.8.18 西九州自動車道整備促進要望（西九州自動車道建設推進協議会）

H16.8.19 西九州自動車道事業促進要望（伊万里市議会自民党議員団）

H16.8.24 西九州自動車道整備促進要望（西九州自動車道建設促進期成会）

H16.9.29 西九州自動車道建設促進要望（西九州北部地域開発促進協議会）

H16.9.29 西九州自動車道伊万里道路の脇田区内における法線変更要望（伊万里市脇田区）

H16.10.13 西九州自動車道事業促進要望（伊万里市南波多町まちづくり推進協議会、

伊万里市南波多町区長会）

H16.10.18 西九州自動車道整備促進要望（西九州自動車道建設促進期成会）

H16.10.18 西九州自動車道建設促進要望（伊万里・平戸・松浦市議会西九州自動車道

建設促進協議会）

H16.10.20 西九州自動車道建設促進要望（伊万里・平戸・松浦市議会西九州自動車道

建設促進協議会）

H16.11.2 西九州自動車道早期整備要望（伊万里市西九州自動車道建設促進期成会）

H16.11.11 西九州自動車道整備促進要望（西九州自動車道建設促進期成会）

H16.11.19 西九州自動車道早期整備要望（伊万里市西九州自動車道建設促進期成会）

H16.11.21 平成16年度西九州自動車道建設促進総決起大会（西九州自動車道建設促進期成会）

H17.2.14 西九州自動車道建設促進要望（伊万里・平戸・松浦市議会西九州自動車道

建設促進協議会）

H17.6.9 西九州自動車道唐津道路整備要望（唐津市）

H17.8.23 西九州自動車道整備促進要望（西九州自動車道建設促進期成会）

H17.10.7 西九州自動車道整備促進要望（西九州自動車道建設促進期成会）

H17.10.27 西九州自動車道建設促進に関する意見交換会（西九州自動車道建設促進期成会）

H17.10.27 西九州自動車道建設促進要望（西九州自動車道建設促進期成会）

H17.10.28 西九州自動車道建設促進要望（西九州北部地域開発促進協議会）

H17.11.15 西九州自動車道早期整備要望（伊万里市西九州自動車道建設促進期成会）

H18.1.26 本省要望（平戸市議会西九州自動車道整備促進特別委員会）

組織名 業　務　内　容

唐津市建設部国道対策室 西九州自動車道・唐津道路・唐津伊万里道路

（平成元年4月） （地元対応、地域情報窓口）

伊万里市建設部国道港湾対策課 西九州自動車道・唐津伊万里道路・伊万里道路・

（平成3年4月） 伊万里松浦道路

（地元対応、地域情報窓口）

松浦市都市計画課西九州道推進係 西九州自動車道・伊万里松浦道路

（平成17年4月） （地元対応）



 道路－2－32 

５．コスト縮減や代替え案立案等 

 （１）コスト縮減 

事業実施にあたっては、新技術・新工法の積極的活用等により、着実なコス

ト縮減を図るとともに、事業の時間的コストの低減に向け、計画的・重点的な

整備により効率性の向上を図る。 

 

 

 

 

 

当初計画(4 車線) コスト縮減(2 車線) 

 

 

 

 

事業費：約 860 億円 事業費：約 677 億円 

縮減額：約 183 億円 

 

 

（２）代替え案の立案 

伊万里松浦道路は、地形条件、周辺地域からの利便性、伊万里港からのアク

セス性、「自然公園法」、「文化財保護法」等の重要な自然環境の保全地区、「文

化財保護法」に基づき指定された史跡・名勝・天然記念物、河川、ＪＲ等のコ

ントロールポイントなどを総合的に勘案して計画したものである。 

平成 17 年度に都市計画決定を行っており、今後も現計画で早期供用に向けて

事業を促進することが最適である。 

 

 

一般部 一般部 

 

●道路構造の見直し（４車線→２車線） 

【具体的な取組状況】 
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６．対応方針(案) 

〔事業継続〕 

一般国道 497 号西九州自動車道の伊万里松浦道路については、事業を継続す

る。 

伊万里松浦道路は、西九州自動車道の一区間を形成し、広域的な地域間の連

携・交流を促進する道路であり、伊万里・松浦地域間の交流連携の強化、地域

の産業、経済発展に寄与する事業である。 

また、物流の効率化支援、地域の防災機能・安全性の向上、活力ある地域づ

くりの支援などの効果が期待されているところであり、周辺の自治体などから

積極的な整備促進要望がなされている。また、沿線の地域住民も西九州自動車

道整備に対する期待は大きい。 

このため、引き続き伊万里松浦道路の早期供用に向けて、事業を推進する。 

なお、本道路を含む西九州自動車道については、その整備効果の早期発現等

の観点から、事業の効率的促進を図るため、関係自治体と連携して必要な調査・

事業を推進する。 
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７．関連新聞記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀新聞 平成 18 年 7 月 5 日 

長崎新聞 平成 17 年 8 月 19 日 
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長崎新聞 平成 17 年 10 月 19 日 

長崎新聞 平成 17 年 11 月 25 日 
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佐賀新聞 平成 17 年 7 月 20 日 
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長崎新聞 平成 17 年 5 月 21 日 

毎日新聞 平成 16 年 11 月 22 日 
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巻 末 資 料 

（客観的評価指標） 
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客観的評価指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目 中項目

●
並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

並行区間の渋滞損失時間（現況）：44.0万人時間/年
並行区間の渋滞損失削減率：7割削減

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たなバス路線

が期待できる

□ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる

□ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

■ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

■ 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 三大都市圏の環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

□ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

■ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

2.暮らし 安全で安心できる

暮らしの確保
□ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

安全な生活環境の

確保
□
並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少により当

該区間の安全性の向上が期待できる

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位

置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として
位置づけあり

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

■ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する

□ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する

地球環境の保全
●
対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

CO2排出削減量：2,066ｔ-CO2/年

●
並行区間等における自動車からのNO2排出削減率

NO2排出削減率：0.03％

●
並行区間等における自動車からのSPM排出削減率

SPM排出削減率：0.2％

□
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待

される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

他のプロジェクトと

の関係
□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他 □ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される

●再評価時点における評価指標該当項目

 1.について

　・「伊万里港」及び「唐津港」から長崎県方面へのアクセス向上が見込まれる

　・「さば」の水揚量全国１位、「まあじ」の水揚量全国２位を誇る松浦港から大都市圏への流通の利便性向上が見込まれる

　・「伊万里市」と「松浦市」を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する

　・年間観光客数が100万人を超える伊万里市内の観光施設へのアクセス向上が見込まれる

3.について

　・国道204号は緊急輸送ネットワークに指定されており、これらの路線が通行止めになった場合の迂回路となる

政策目標
指標

円滑なモビリティの

確保

1.活力

物流効率化の支援

都市の再生

国土・地域ネット

ワークの構築

個性ある地域の形

成

5.その他

災害への備え

3.安全

生活環境の改善・

保全

4.環境
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様式－３①

費用便益額分析の結果

路線名 延長 事業種別 整備主体

一般国道497号 17.2 km 高規格　Ｂ 九州地方整備局

交通状況（推計時点　Ｈ42年）

トリップの平均像

整備なし（Ａ） 整備あり（Ｂ） Ａ－Ｂ

 ①総トリップ数

  （ＯＤ表による交通量）

 ②平均トリップ長

  （総走行台キロ÷総トリップ数）

 ③平均速度

  （総走行台キロ÷総走行時間）

 ④平均走行時間

  （総走行時間÷総トリップ数）

 ⑤平均走行経費

  （総走行経費÷総トリップ数）

  （注）総トリップ数は原則として、整備なしの場合と整備ありの場合で変化しない。

円／トリップ

事業名

伊万里松浦道路（全事業）

0.3   

0.0   

-0.2   

0.0   

0   トリップ

ｋｍ

㎞／ｈ

分

3,995,180   3,995,180   

9.2   9.2   

40.9   41.1   

13.5   13.5   

160.1   159.8   

費用便益額分析の結果

路線名 延長 事業種別 整備主体

一般国道497号 17.2 km 高規格　Ｂ 九州地方整備局

交通状況（推計時点　Ｈ42年）

トリップの平均像

整備なし（Ａ） 整備あり（Ｂ） Ａ－Ｂ

 ①総トリップ数

  （ＯＤ表による交通量）

 ②平均トリップ長

  （総走行台キロ÷総トリップ数）

 ③平均速度

  （総走行台キロ÷総走行時間）

 ④平均走行時間

  （総走行時間÷総トリップ数）

 ⑤平均走行経費

  （総走行経費÷総トリップ数）

  （注）総トリップ数は原則として、整備なしの場合と整備ありの場合で変化しない。

分 0.0   

円／トリップ 0.3   

13.5   13.5   

160.1   159.8   

ｋｍ 0.0   

㎞／ｈ -0.2   

9.2   9.2   

40.9   41.1   

事業名

伊万里松浦道路（残事業）

トリップ 0   3,995,180   3,995,180   

様式－３①
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様式－３②

費用便益額分析の条件

事業名：一般国道497号　伊万里松浦道路

チェック欄

（平成１５年８月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 ４０年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成１８年度

１時点のみ推計 ■(H42)

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　□ 無

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

　　無 ■

　　有 □

考慮した開発交通量（トリップ数）

考慮した内容理由を記載

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 ■

転換率式を用いた配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で、並行道路が少ない □

その他( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □

その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

今回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定

異なる理由を記載

           

最終配分の速度 □

採用理由を記載

その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

　（２）

推計の状況

開発交通量の
考慮

□

交通流の
推計時点

費用便益分析マニュアル

チェックリスト項目

交通量が、交通容量(Qmax～Qmin)以上の路線、交通容量(Qmax～Qmin)以下の路線が混在した

配分結果となっているため、費用便益分析においては速度差の生じる「加重平均速度」を用

いた。

算出マニュアル

推計に用いた
ＯＤ表

■
(H11ｾﾝｻｽ)

有の場合のみ

■

分析の基本的事項

■

速度設定の
考え方

交
 

通
 
流
 
推

 
計

簡易手法の
場合

配分交通量の
推計手法
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様式－３②
費用便益額分析の条件

事業名：一般国道497号　伊万里松浦道路

チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）％

休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

平成１５年８月１２日付け事務連絡に基づく設定 ■

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

　算出根拠を添付すること

交通事故減少 中央分離帯の有無を考慮 □

便益算定 中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

詳細事業計画による値を採用 □

標準投資パターンを採用 □

その他(事業費の投資期間年数分の按分設定） ■

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

事務所等の実績値より設定 □

その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

雪寒費 積雪地域または寒冷地域である。 □

その他

 ４．その他

     上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

　（３）

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

チェックリスト項目

□

便
益
の
算
定

費
 

用
 
の
 
算

 
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

事業費

維持管理費

時間短縮・費用
減少事故減少以
外の便益
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様式－４

維持修繕費の単純単価の算出（消費税相当額含）

採用単価の根拠：

単価（億円） 延長（km） 単純価値（億円）

費用の現在価値算定表 【全事業】 0.27 17.2 4.64

割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）
年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

-16年目 H 9 1.4233 0.95 1.35
-15年目 H 10 1.3686 0.95 1.30
-14年目 H 11 1.3159 0.95 1.25
-13年目 H 12 1.2653 1.63 2.07
-12年目 H 13 1.2167 1.26 1.54
-11年目 H 14 1.1699 1.04 1.21
-10年目 H 15 1.1249 0.96 1.08
-9年目 H 16 1.0816 1.18 1.28
-8年目 H 17 1.0400 1.79 1.86
-7年目 H 18 1.0000 3.33 3.33
-6年目 H 19 0.9615 40.12 38.58
-5年目 H 20 0.9246 53.47 49.44
-4年目 H 21 0.8890 79.57 70.74
-3年目 H 22 0.8548 79.57 68.02
-2年目 H 23 0.8219 79.57 65.40
-1年目 H 24 0.7903 79.56 62.88

供用開始年次 H 25 0.7599 52.33 39.76 1.41 1.07
1年目 H 26 0.7307 52.30 38.22 1.41 1.03
2年目 H 27 0.7026 39.41 27.69 2.08 1.46
3年目 H 28 0.6756 26.11 17.64 2.65 1.79
4年目 H 29 0.6496 26.11 16.96 2.65 1.72
5年目 H 30 0.6246 26.13 16.32 2.65 1.66
6年目 H 31 0.6006 4.42 2.65
7年目 H 32 0.5775 4.42 2.55
8年目 H 33 0.5553 4.42 2.45
9年目 H 34 0.5339 4.42 2.36
10年目 H 35 0.5134 4.42 2.27
11年目 H 36 0.4936 4.42 2.18
12年目 H 37 0.4746 4.42 2.10
13年目 H 38 0.4564 4.42 2.02
14年目 H 39 0.4388 4.42 1.94
15年目 H 40 0.4220 4.42 1.87
16年目 H 41 0.4057 4.42 1.79
17年目 H 42 0.3901 4.42 1.72
18年目 H 43 0.3751 4.42 1.66
19年目 H 44 0.3607 4.42 1.59
20年目 H 45 0.3468 4.42 1.53
21年目 H 46 0.3335 4.42 1.47
22年目 H 47 0.3207 4.42 1.42
23年目 H 48 0.3083 4.42 1.36
24年目 H 49 0.2965 4.42 1.31
25年目 H 50 0.2851 4.42 1.26
26年目 H 51 0.2741 4.42 1.21
27年目 H 52 0.2636 4.42 1.17
28年目 H 53 0.2534 4.42 1.12
29年目 H 54 0.2437 4.42 1.08
30年目 H 55 0.2343 4.42 1.04
31年目 H 56 0.2253 4.42 1.00
32年目 H 57 0.2166 4.42 0.96
33年目 H 58 0.2083 4.42 0.92
34年目 H 59 0.2003 4.42 0.89
35年目 H 60 0.1926 4.42 0.85
36年目 H 61 0.1852 4.42 0.82
37年目 H 62 0.1780 4.42 0.79
38年目 H 63 0.1712 4.42 0.76
39年目 H 64 0.1646 -65.60 -10.80 4.42 0.73
  合　計 582.70 517.12 163.13 59.57

単純事業費計 648.30 163.13

用地費は、評価対象期間最終年における用地残存価値を控除する
注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、必ずしも全体の予算制約等を踏ま

えたものではない。 

このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。 

（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として評価を実施。） 

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。 

注３）維持管理費は便益算出マニュアルの参考値を基本として設定。 
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